PSニュース No.7 # Vol.2(4) by unknown
PS ﾆｭｰｽ No.7 
Polar Science  
 
<Vol.2(4) の掲載論文> 
Localization of VLF ionospheric exit point by comparison of multipoint ground-
based observation with full-wave analysis 
Mitsunori Ozaki; Satoshi Yagitani; Isamu Nagano; Yujiro Hata; Hisao Yamagishi; 










A Method for the Analysis of Ultra-trace Levels of Semi-volatile and Non-volatile 
Organic Compounds in Snow and Application to a Greenland Snow Pit 
Erika von Schneidemesser, B.S.; James Jay Schauer, Ph.D.; Martin M Shafer, Ph.D.; 








的に測定された。多環芳香族炭化水素類（PAHs） だけでなく Hopane は非常に低い




Interpretation of the GRACE Mass Trend in Enderby Land, Antarctica 
Keiko Yamamoto; Yoichi Fukuda; Koichiro Doi; Hideaki Motoyama 




測定データおよび ICESat (Ice, Cloud and Elevation Satellite) 衛星高度計データとの
比較をおこなった結果、GRACE から得られたエンダービーランドの質量トレンドは積
雪および基盤からの氷床の流出によって説明可能であることが示された。 
Soil organic carbon pools in alpine to nival zones along an altitudinal gradient (4400-
5300 m) on the Tibetan Plateau 
Toshiyuki Ohtsuka, Ph.D.; Mitsuru Hirota; Xianzhou Zhang ;Ayako Shimono; Yukiko 
Senga; Minguan Du; Seiichiro Yonemura; Shigeto Kawashima; Yanhong Tang 
チベット高原の高山帯上部から植生限界（標高 4400 m‐5300 m) において、深度 30 
cmまでの土壌圏有機炭素(SOC)プールの測定を行った。また綿シートを用いて標高
傾度に伴う分解活性の差異を検討した。低標高では SOCプールは小さく（2.6 kg C 




Discovery of an ice cave in the Yatude Valley, Langhovde, Dronning Maud Land, 
East Antarctica 
Takanobu Sawagaki, PH.D.; Hideki Miura, Ph.D.; Shogo Iwasaki,Ph.D. 
2005-2006年の夏季に，ラングホブデ・やつで沢上流にある氷河ダムの下流側に円
形の穴が開いているのが確認された。冬季にこの穴から氷河ダム内に入り，内部が
大きな空洞となっていることを発見した。やつで沢は直線的に伸びる U 字谷で，氷河
ダム直下からはＵ字谷底がさらに函谷状に浸食された二段構造をなす。氷洞内の側
壁も同様に垂直の基盤岩からなり，この函谷に地形的に連続することから，ダム内の
空洞は氷河底洪水吐をなしているものと考えられる。これらの事実は，過去および将
来において，氷河ダムから排水が発生したりダム自体が決壊したりする可能性を強く
示唆し，やつで沢の地形発達や上流の湖の盛衰を考える上で重要な鍵となる。 
